生活衛生豆知識№41

ブスは日本語である
約１０年前は、年間約５０回食品衛生講習会で営業者などに話していました。午後２時からで、毎年同じ様な内容（食中毒予防、手洗い、表示の徹底など）ですと、ただただ眠りに来る営業者が多いのが現状でした。そこで、「枕ことば」を考えて、興味を沸かせてから本題に入ることにしていました。「ブスは日本語である」もその一つでした。

ブスは日本語であります

　英和辞典でＢＵＳは「大型自動車」です

　広辞苑だと「醜い女」と出てきます

　しかし、「附子」「毒」「ブスい人」という解釈があります
「附子」はトリカブトの根を指します

トリカブトを食べると、どうなりますか。死に至ることもあります

「死に顔」は声をかけてももちろん無表情であり、これこそがブス「毒」なのです
ブスは「醜い女」ではなくて、「無表情な人」「表情を表さない人」を指すのです

客商売は、やはり感謝の「感情」を表す必要があります

ブスの反対は、「微笑」（ほほえみ）で、英語ではスマイルになります

　「悪口をいわれても、憎めない味ある人」という人がいます

どことなく人をひきつけることができる人

　心から、自然の「微笑」（ほほえみ）を持っている人です
　それは、やはり俳優です　世界を動かしている人がいます

　レーガン米国大統領、ローマ法王のヨハネパウロ２世は俳優出身です。

　［今話すなら、日本人なら宮崎県の東国原知事、少し前なら扇元参議院議長となり、俳優出身ではありませんが、塩爺こと塩川正十郎元財務大臣となります］
　そこで、皆さんも、「微笑」（ほほえみ）を作りましょう。

　でも、そう簡単にはできません。作り笑いですと、いやみ笑いになります。

　ある人の話だと、

自分で作るしかなく、毎日ほんの数分、その気になって鏡を見て自分で鍛錬するしかない。

とのことでした

ハイは「拝啓」の「ハイ」で、人を敬う言葉です

　「お客様は神様です」という言葉がありますが、お客様に呼ばれたら、はっきりと「ハイ」を

　ぼそぼそ言っては、逆効果です。感嘆をこめて
「ハイ」は拝啓で、相手を「敬う」ことからできた感嘆語です

神奈川県において、食品衛生責任者は年１回保健所等が主催する衛生講習会を受講することになっています。半数以上の受講者は、また同じ話だ、仕方なしに聞こうという考えで来場します。そこで、受講者は毎回変わりますが、主は変わりませんので、１年間の「枕ことば」を決めて、興味を沸かせてから本題に入ることにしていました。受講者の眼が変わってきます。
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